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自重降下式開閉機「ス ー パー ラック」シリ ーズ
「ス ーパー ラック」シリ ーズは rダム・堰施設技術基準（案）」及び 「水門鉄管技術基準」に準処し、
操作性、耐久性、安全性に十分配慮した中・小規模水門に適応する高性能開閉機です。

型
定格開閉能力
開閉速度
手動開閉速度
重量
モーター容量
手動力
自重降下速度
ラック棒重量

：電動式(MSFG型） J 手動による自重降下操作が標準ですが、オプションで遠方からの電気操作も
可能。モ ー タ ー停止時もトビラの落下防止装図を備えています。

〈MSFG〉 〈MSFGW〉

二

り替えレパー

単動タイプ 連動タイプ
式 MSFG-2 MSFG-3 MSFG-4 型 式 MSFGW-3 MSFGW-4 

kN (tonf) 20 (2.0) 30 (3.0) 40 (4.0) 定格開閉能力 kN (tonf) 30 (3.0) 40 (4.0) 
m/min 0.323 0.329 0.338 開閉速度 m/m1n 0.329 0.329 

m/30rev 0.073 0.074 0.055 手動開閉速度 m/30rev 0.073 0.052 
kgf 500 550 600 重量 kgf 820 900 
kW 0.2 0.3 0.4 モーター容量 kW 0.3 0.4 

N (kgf) 100(10)以下 100 (10)以下 100 (10)以下 手動力 N (kgf) 100(10)以下 100(10)以下
m/min 1.0~3.5 1.0~3.5 1.0~3.5 自重降下速度 m/min 1.0~3.5 1.0~3.5 

kgf/m I sus 19.1 26.9 36.2 ラック棒重量 kgf/m I sus 19.1 19.1 
※表記の寸法は予告なく変更することがあります。

［ 手動式(SFG型） ］ 
〈SFG〉

逸負査

に」

単動タイプ
型 式 SFG-1 SFG-2 SFG-3 

定格開閉能力 kN (tonf) 10(1.0) 20 (2.0) 30 (3.0) 
開閉速度 m/30rev 0.438 0.222 0.143 
重量 kgf 250 280 340 
手動力 N (kgf) 100(10)以下 100(10)以下 100(10)以下
自重降下速度 m/min 1.0~3.5 1.0~3.5 1.0~3.5 
ラック棒重量 kgf/m I sus 12.8 19.1 26.9 

※表記の寸法は予告なく変更することがあります。

緊急時のトビラの急降下は、自重降下レバーを作動させるだけ。
降下中には手動ハンドルを回転させない安全設計です。

連動タイプ
SFG-4 型 式 SFGW-3 

40 (4.0) 定格開閉能力 kN (tonf) 30 (3.0) 
〇.111 開閉速度 m/min 0.144 
350 重量 kgf 540 

SFGW-4 
40 (4.0) 

0.109 
600 

100(10)以下 手動力 N (kgf) 100(10)以下 100(10)以下
1.0~3.5 自重降下速度 m/min 1.0~3.5 1.0~3.5 

36.2 ラック棒重量 kgf/m I sus 19.1 19.1 

·ぃ；柘閃9●オリフィスゲ ー ト
50年、8,000台を超える納入実績は、確かな技術と信頼できる品質の証です。

1 オリフィスゲー トの特徴 I 
確実な水密性 〈正面函〉 l スピンドルカバー
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水密ゴムと確実な開閉機能で完全な水密性が得られます。

豊富な機種
豊富な7種類の規格により、さまざまなこ要望にお応えいたします。

小型軽量
開閉機と戸当りを一 体化し、またドーム形状を採用した扉体に
よ り、重量が大幅に軽減されました。

低コスト簡単施工
コンクリ ートアンカーによる後付け施工を採用し、施工の据付
コスト縮減を可能しました。

規 格 250型 300型
純径間(W1) 250 300 

幅(W2) 450 500 
本 Aタイプ 800 (50) 900 (57) 
体 Bタイプ 1,000 (55) 1,100(61) 
寸 高さ(H)
法 Cタイプ 1,200 (59) 1,300 (66) 

Dタイプ 1,400 (64) 1,500 (70) 
※表記の寸法は予告なく変更することがあります。

][ 

上限

350型 400型
350 400 
550 600 

1,000 (61) 1,100 (73) 
1,200 (67) 1,300 (78) 
1,400 (72) 1,500 (83) 
1,600 (76) 1,700(88) 

450型
450 
650 

1,200 (82) 
1,400 (88) 
1,600(91) 
1,800 (96) 

500型 600型
500 600 
700 800 

1,300(99) 1,500(117) 
1,500 (104) 1,700(123) 
1,700(109) 1,900(129) 
2,000(117) 2,200 (138) 

鋼製q,600型

一』9置、一フラップゲ ー ト
あらゆる場所の排水管の逆流抑制としてこ使用できます。

1 フラップゲー トの特徴 I 
確実な信頼性
主として排水口の逆流防止扉として広く使
用されています。当社独自の2点ヒンジによ
り、その確かな性能が永く保たれます。

豊富なサイズと材質
サイズは¢300~¢900の規格品及びボッ
クス型も受注製作致します。材質は鋼製、ア
ルミ合金、ステンレスの3種類で設置場所、
用途にあわせて選べます。

据付が簡単
扉ヒンジ取付軸が本体と一 体になっている
のでコンクリ ート管の外径にはめ込み、ボル
トで固定できるので、簡単に取付られます。
（規格品について）

記祠-~～竺式 アルミ合金型
600型 700型 800型

A 600 700 800 
B 736 860 976 
C 760 884 1,000 
D 605 692 750 
E 320 380 440 
F 9c/)X2,000 9c/JX2,300 9(/>X2,600 

重量(kg) 69kg 91kg 118kg 
※表記の寸法は予告なく変更することがあります。

〗
＇

鋼 板 型
900型 300型 400型 450型 500型 600型

900 300 400 450 500 600 
1,090 376 512 566 626 736 
1,116 390 530 586 646 760 

818 315 435 463 493 605 
490 200 225 246 246 320 

9</>X2,600 6rt,X 1,300 9<J)X 1,500 9ct,X 1,500 8</>X 1,800 9c/JX2,000 
134kg 26kg 46kg 60kg 66kg 95kg 

700型 800型 900型
700 800 900 
860 976 1,090 
884 1,000 1,116 
692 750 818 
380 440 490 

9(/JX2,300 9c/)X2,600 9</)X2,600 
123kg 161kg 182kg 

21 



会社概要 「ISO9001」認証取得

称

業

名

創
会 社 設 立

資 本 金

株式会社 表鉄工所

昭和21年5月18日

昭和37年4月24日

8,000万円

水門、橋梁、開閉装置、起伏ゲー ト、

除塵機、水管橋、ステンレスプール、

各種鋼構造物の設計、製作、施工

本社 ・ 工場 I 北海道旭川市永山北3条7丁目2番地

営 業品目

REGISTERED ORGANIZATION 

No. 2704-1S0 9001 

TEL 0166-48-6858 FAX 0166-48-0667 

札 幌 支 店 北海道札幌市白石区東札幌5条4丁目7番17号

TEL 011-823-5057 FAX 011-824-063 l 

福岡営業所 福岡県福岡市博多区東東那珂4番l l号

TEL 092-4 71-851 l 

代表取締役 表 実

I SO認 証 1S09001認証（平成11年10月）

Q9001-2015(1S09001-2015) 

建設業登録 北海道知事許可（特ー28)上第05433号

土木工事業、鋼構造物工事業、管工事業、塗装工事業、機械器具設置工事業、水道施設工事業、電気工事業

取引銀 行 旭川信用金庫、北洋銀行

主要納入先 北海道開発局、国土交通省、地方整備局、農政局、北海道庁及び各県庁、

市町村、土地改良区、水資源機構 他

沿 革

昭和21年 5月

昭和26年 4月

昭和37年 4月

昭和40年 5月

昭和43年 1月

昭和48年 10月

昭和49年 2月

昭和49年 8月 株式会社表金属商事を設立

昭和52年 6月 第1製缶工場塗装工場増築

昭和54年 1月 資本金3,800万円に増資、第1工場製缶工場を増築

昭和58年 6月 資本金5,000万円に増資

昭和59年 6月 第1製缶工場隣接地(2,995rri)及び工場（現第2工場）を取得

7月 第2製缶工場増改築完成(l,700rrl)

7月 第3製缶工場事務所増築(95rri)

昭和61年 6月 資本金8,000万円に増資、第2工場(l,456rri)増築

昭和62年 6月 教育研修センタ ー(968ni)を建設

第2製缶工場の隣接地(2,667ボ）及び倉庫(774ボ）を取得

第4製缶工場(1,l l 7rrl)完成

第2製缶工場の隣接地(2,222rrl)及び倉庫(760rri)を取得

表 豊が代表取締役社長に就任

創

業50周年

ISO 9001認証取得

永山北2条8丁目に橋梁製作工場c13,790rrl)を取得

表 実が代表取締役に就任し、表 豊は取締役会長に就任

レーザ一切断機を導入

5軸加工機を導入

12月

平成元年 10月

平 成 6 年 2月

5月

平 成 8 年 5月

平成11年 10月

平成22年 6月

平成24年 9月

平成27年 1月

平成30年 5月

旭川市内にて

創

業し、各種産業機械の製作修理を開始

治水・農業用水門製品の研究と製作に着手

資本金100万円で株式会社表鉄工所を設立

旭川総合鉄エ団地協同組合設立に参画

旭川総合鉄工団地内に製缶工場（現第1工場）を設立、移転

札幌営業所（現支店）を開設

資本金2,580万円に増資、本社並びに機械工場（現第3工場）を現在地に建設移転
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